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私たちは、大気の中にある元素、水の中に溶け込んでいる元素、そして、大地の中にある元素から

出来ています。そしてそのほとんどはこれらの元素を取り込んだ生き物、動物、魚、野菜などの命を

食べることによって必要な元素を補給しています。他の生きている物の命をもらって自分の命の時間

を長らえているのが私たち人間です。特に私たちの食べ物のほとんどはこの大地が生み出した植物や

穀物、果物です。地球上の土地は岩石がありその表面を細かな岩石のかけらである砂粒と植物や動物、

微生物が生み出した有機物と水分を含んだいわゆる土に覆われた部分が私たちの生活できる場所で

す。岩石しかない所や砂しかない場所では、私たちは命を育むことができません。私たちは地球の長

い時間のなかで多くの生き物が残しくれた命に支えられて生きることが出来るのです。 

 

地上の命は全てが繋がっているのです。私たちも自分の生活が、地上の命を支えるように生きなけ

ればいけないのだと思います。そうでなければ全ての地球上の命が失われてしまうのです。私たちは

あまりにも他の生き物に対して利己的でした。人間だけが良ければ多少の生き物が死んでも何も問題

はないとか、社会の発達のためには、多少空気が汚れても、水が汚れても、許されるのだとか、あま

りにも傲慢に生きてきたように思うのです。 

 

貨幣経済という仕組みの中で、貨幣をできうる限り多く手に入れ、それによって製品を作り、また

貨幣を増やすことが社会の発展であるという社会の仕組みは限界にきていると思うのです。物を作り

製品を生み出すのと同じように、大地をコンクリートやアスファルトで固め、生き物の命に害のある

物質を生み出してきました。人が生活し、工場を動かすエネルギーを得るために二酸化炭素や放射能

を撒き散らしてきました。このような人間の生活形態では他の生き物の命を支えることは不可能です。

多くの人間は自分の生活のことしか考えることが出来なくなってしまいました。そして自らも生きる

ことができないほど、環境を破壊し続けています。 

 

今の私たちの人間の生き方、社会の形態、文化、価値観、全てを考え直さなければなりません。私

たちは奈落の底に向かって破滅の道

を加速しながら猛スピードで下って

いるようです。命を生み出してきた

大地は、何もない汚れた荒涼とした

岩石と砂の大地になってしまいます。

人間として働くということは、命を

支えると言うことを最優先の価値と

して位置付けなければなりません。

そのためにどのように生きるべきな

のかという新しい思想と哲学が必要

です。ここにある恵まれた大地が地

上の命の全てを支え育むことがいつ

までもできるように、その大切な大

地を守ることのできる子どもたちを

育てなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《肉まん》子どもサイズ
10 個分の材料 
ホットケーキミックス 200ｇ、

豚ひき肉 100ｇ、 
長ネギ 30ｇ(長さ約 15cm)、 
しいたけ 30ｇ(約 2 個）、 
ごま油 少々、 
醤油小さじ２、 
片栗粉こさじ２ 

作り方  ① ホットケーキミックスに水を加え、耳たぶくらいの硬さにこねる。 
② ねぎとしいたけはみじん切りにする。 
③ フライパンにごま油で豚ひき肉をかるく炒め、 
ねぎしいたけを加えて火を通す。 

④ 醤油で調味し片栗粉を小さじ２の水で溶き入れ、 
とろみをつける。 

⑤ ①の生地を 10 等分して丸め、平らに延ばして 
④の具を乗せ、まんじゅうのように包む。 

⑥ 蒸し器で 10 分位蒸して出来上がりです。 


